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下肢動脈疾患・末梢血管専門外来のご案内

その足の症状、血流障害が隠れているかもしれません

患者さんで、歩ける距離が短くなった、歩くと足が痛む、足先が冷たい・しびれる
といった症状はありませんか。
こうした症状は、加齢や腰・膝の疾患によるものと思われがちですが、背景に下肢
動脈の血流障害が隠れていることがあります。
下肢動脈疾患では、動脈硬化によって足の血管が狭くなったり詰まったりすること
で、歩行時の痛みや冷感、しびれなどが生じます。さらに進行すると、安静時の痛
みや、足の傷が治りにくい原因となることもあります。

下肢の血流評価から治療まで対応します

東京蒲田病院では、診察やABI、超音波検査などを用いて下肢の血流を評価し、
患者さんの症状や全身状態に応じた治療をご提案しています。
軽症の場合には薬物療法や運動療法を行い、血流改善が必要な患者さんには、カ
テーテルによる血管内治療（EVT）も行っています。
外科手術と比較して身体への負担が少なく、高齢の方や複数の併存疾患をお持ち
の患者さんについても、全身状態を考慮しながら治療方針を検討します。

「歩ける」を守ることも、大切な治療目標です

適度な運動を続けることは、血圧や血糖、コレステロールなどの管理にも役立ち、
動脈硬化や心臓・血管の病気の予防にもつながります。
一方、足の痛みによって歩く機会が減ると、筋力や体力が低下し、さらに歩くこ
とが難しくなるという悪循環に陥ることがあります。外出する機会が減り、日々
の活動範囲が少しずつ狭くなってしまうこともあります。
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歩行時の下肢痛、歩行距離の低下、足の冷感・しびれ、左右の足の色や温度差な
ど、下肢の血流障害が疑われる患者さんについて、血流評価から治療まで対応い
たします。

このような患者さんがいらっしゃいましたら、ご相談ください

だからこそ私たちは、足の症状を治すだけでなく「これからも歩けること」
を大切にした治療を目指しています。
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